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 平成３０年１２月 
 藤沢市議会定例会 
 議案第５１号資料 
 

 

藤沢市ふじさわ宿交流館の指定管理者の指定について 

 

 １ 選定経過 

 （１）第１回審査選定委員会    ２０１８年（平成３０年）５月２９日 

   ア 藤沢市ふじさわ宿交流館指定管理者候補者の選定方法について 

   イ 藤沢市ふじさわ宿交流館指定管理者募集要項（案）及び藤沢市ふじさわ 

宿交流館業務仕様書（案）について 

   ウ 審査方法について 

   エ スケジュールについて 

 （２）申請書の受理        ２０１８年（平成３０年）７月２７日 

 （３）第２回審査選定委員会    ２０１８年（平成３０年）８月２８日 

   ア 審査選定にかかる経過について 

   イ 藤沢市ふじさわ宿交流館指定管理者候補者の選定について 

 （４）選定結果 

    書類及びプレゼンテーションによる審査を実施した結果，主に次の理由に

より，公益社団法人藤沢市観光協会を指定管理者の最適な候補者として選定。 

  （選定理由） 

ア  当該団体は，本市の歴史文化への理解があり，人々の交流，地域の活性

化及びにぎわいの創出や市内外からの誘客に資するための事業を，行政や

地域の市民団体と連携・協力して実施する能力を有するため。 

イ 当該団体は，市内の歴史・文化資産を活用した誘客事業や，様々なメデ

ィアを活用した情報発信，周知活動を行っており，これらの当該団体が実

施する事業と本施設の運営は密接不可分な関係にあり，一体的な管理運営

が適当と認められるため。 

ウ  事業計画や収支計画，実績などについて，総合的に高い評価を得た。 

エ 平均総得点１２２点（１６０点満点） 

 

 ２ 審査基準 

 （１）指定管理者であるための基本的理解 

   ア 指定管理者制度への理解 
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     イ 管理運営の基本方針 

 （２）管理運営能力 

   ア 団体の適性 

   イ 財務面の健全性・安定性 

   ウ 管理運営及び事業実績 

 （３）施設の効用の発揮 

   ア 施設利用の促進 

   イ サービスの向上 

   ウ 平等な利用の確保 

   エ 利用者意見等の把握 

 （４）施設の管理 

   ア 施設・設備の維持管理 

 （５）危機管理体制 

   ア 防犯・防災対策 

   イ 緊急時の対応 

 （６）人員体制・経費 

   ア 人員体制 

   イ 収支予算書 

   ウ 効率的な運営 

 （７）市の施策への理解 

   ア 情報の管理体制 

   イ 環境への配慮 

   ウ 障がい者への配慮 

   エ 人権施策への理解 

   オ 暴力団排除への対応 

 （８）特記事項 

   ア 地域文化振興の事業計画 

イ 地域の活性化及びにぎわいの創出の事業計画 

   ウ 地域住民との協働・連携 

   エ 関係団体との協働・連携 

 （９）提案の整合性 

   ア 業務要求水準との適合性 

   イ 特色ある提案 

   ウ 提案の実現性 

 （１０）市内経済活性化への配慮 
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   ア 市内業者の活用 

 

 ３ 事業計画書 

   別添のとおり 

 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧東海道藤沢宿及び周辺地域の活性化とにぎわいの創出 
 
 

     公益社団法人 藤沢市観光協会 

 

 

 

 
ふじさわ宿交流館 

事業計画 
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Ⅰ 団体の基本的要件 

１ 指定管理者であるための基本的理解 

（１）指定管理者制度への理解 

   公益社団法人藤沢市観光協会は、「藤沢市域を中心とする観光宣伝活動に関する事業を推進することによ

り、地域社会・文化の健全な発展及び地域経済の振興に寄与することを目的とした公益社団法人」であり、

「公の観光施設の管理運営実績」には、市民から高い信頼と評価を頂き、ふじさわ宿交流館、江の島岩屋及

び片瀬東浜駐車場の指定管理者として、施設の位置する江の島の特徴や環境を理解し従事してきた実績と信

頼を踏まえ周辺の環境にも配慮した管理運営に取り組んでまいりました。 

そして、指定管理者として条例、規則、その他関連法令を遵守し、藤沢市の施策を十分に理解した上で、

効率的な経費削減を図り各種事業を展開し、利用者のサービス向上に努めてまいります。 

    

（２）管理運営の基本方針 

   ふじさわ宿交流館は、市民に旧東海道藤沢宿の歴史、文化等と触れ合う場を提供するとともに、地域の人

及び当地を訪れる人の交流の推進を図ることにより、市民の文化の振興に寄与し、旧東海道藤沢宿及びその

周辺地域の活性化及びにぎわいの創出に資することを目的として、平成２８年４月に開館しました。 

   当協会は、ふじさわ宿交流館の開館当時から管理運営に携わり、遊行寺、蔵前ギャラリーをはじめとする

地域団体、地域住民と密接に連携しながら基盤づくりを進めてきた経験と実績並びに地域住民から得た信頼

を踏まえ、当協会がこれまで培ってきた観光誘客を促進するためのノウハウを最大限に発揮して、総合的な

管理運営方針を「旧東海道藤沢宿及び周辺地域の活性化とにぎわいの創出」として、次に揚げる管理運営方

針のもと、市民の文化振興と地域の活性化に寄与してまいります。 

 

総合的な管理運営方針 

「旧東海道藤沢宿及び周辺地域の活性化とにぎわいの創出」 

① 旧東海道藤沢宿の歴史、文化等と触れ合う場の提供 

② 地域の人及び当地を訪れる人の交流の推進 

③ 地域との協働・連携による事業の展開 

 

旧東海道藤沢宿及び周辺地域の

活性化とにぎわいの創出

旧東海道藤沢宿の歴史、文化等と触れ合う場
の提供

地域との協働・連携

による事業の展開

地域の人及び当地を

訪れる人の交流の推進
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上記の方針に基づき、次の管理運営に取り組みます。 

•  旧東海道藤沢宿の歴史、文化等と触れ合う場の提供 

① 旧東海道藤沢宿の歴史、文化等と触れ合う場の提供 

ふじさわ宿交流館は、宿場町藤沢宿として賑わったところであり、このような歴史のある場所で来館

する人に藤沢の歴史・文化について関心を持ち、郷土の歴史に関する自主的な活動等に繋がるような機

会を提供することで、次世代への文化の継承を図っています。施設内には藤沢市（郷土歴史課）が、当

時の宿場の様子を再現したジオラマ、近隣市の大学から寄贈された３DCG や藤沢宿地域の旧家が所有す

る遺産等を展示します。当協会は藤沢市との役割分担及び密接な連携を図りながら、展示物の来館者へ

の説明や地域の史跡の案内等、歴史文化の継承に繋がるような事業を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

     旧藤沢宿のジオラマ            旧藤沢宿地域の旧家遺産等の展示 

 

② 地域の人及び当地を訪れる人の交流の推進 

ふじさわ宿交流館は、旧東海道藤沢宿の歴史・文化を活かした街づくりの拠点となる施設です。ここ

を拠点に人が集い、交流が図られ、地域が活性化することで、地域への関心が高まり、また、宿場寄席

や宿場ミニコンサート等、多くの人が集まるという好循環を生み出すような事業を展開し、地域の活性

化とにぎわいの創出に繋げます。 

 

 

 

 

 

 

 

宿場寄席                 宿場ミニコンサート 

 

③ 地域との協働・連携による事業の展開 

管理運営方針を効果的に達成するためには、市内や地域で活動している団体、地域住民、事業者等と

協働・連携し、それぞれを繋ぐ役割を果たすことが重要です。当協会がこれまでに様々な事業を行うに

当たり取り組んできた実績を活かし、各団体、関係機関との「連携・協力」を基本として取り組んでま

いります。また、藤沢宿一帯では、藤沢宿まつり、藤沢宿・遊行の盆、藤沢今昔・まちなかアートめぐ

りなど、様々な団体によるイベント等の事業が行われています。交流館ではこれらの団体等と、協働・

連携するとともに、地域団体を指導者とする伝統文化講座、昔遊びの体験会等、よりよい事業展開を目

指します。 
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昔遊びの体験会              遊行の盆 湘南なぎさ連による阿波おどり 

（①～③の詳細は、いずれも後掲 ６「特記項目」に記載のとおり） 

 

２ 管理運営能力 

（１）団体の適性 

「公益社団法人藤沢市観光協会の概要」 

組織体制及び財政状況について 

当協会は、昭和３６年１０月に任意団体として組織され、平成７年４月には社団法人となり、さらに平成   

２４年４月には「公益社団法人」に認定されています。    

公益社団法人として認定される基準としては「公益目的事業を行うに必要な経理的基礎及び技術的能力を 

有するものであること」に適合することが条件であり、具体的には財務状況の健全性、事業を実施するため

の専門的な能力を持つ人材を有することが認定基準となっています。 

当協会の組織としましては、小田急電鉄(株)や江ノ島電鉄(株)等の交通機関、ホテルや旅館等の宿泊施設、 

更に観光施設や観光事業者等の多くの構成団体や企業が当協会の会員となっています。 

観光事業においては、藤沢市をはじめとして、これらの各種観光事業者等と連携する事業が多いことから

藤沢市からの事業受託、会員からの会費収入、地元地域団体企業からの負担金収入等により、当協会の事業

目的に沿った公益事業を実施しています。また収益事業としては、江の島駐車場等の駐車場施設運営管理及

び観光物産品の販売等がありますが、公益事業の収支をしっかりと支え、法人全体の健全財政に寄与してい

ます。 

① 組織概要及び設立目的                                         (平成３０年７月１日現在) 

名 称 公益社団法人藤沢市観光協会 

設 立 １９９５年（平成７年）４月１日 

所 在 地 神奈川県藤沢市片瀬海岸二丁目２０番１３号 

目 的 藤沢市域を中心とする観光宣伝活動に関する事業を推進することにより、地域社

会・文化の健全な発展及び地域経済の振興に寄与することを目的とする 

事 業 １．観光宣伝誘客並びに観光情報の収集及び提供事業 

２．観光振興に関する観光行事開催事業 

３．観光資源の保護開発並びに調査研究事業 

４．地方公共団体その他公共的団体から委託される観光施設運営管理の受託 

５．観光・地域振興のための駐車場等施設の運営管理及び観光物産品の販売 

６．その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

会 員 数 ３４０名 
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役 員 会長   １名（非常勤） 

副会長  ５名（非常勤） 

専務理事 １名（常勤） 

理事  １８名（非常勤） 

監事   ２名（非常勤） 

理事２５名 監事２名    ※別添資料、役員名簿のとおり 

職 員 正職員  １７名 

嘱託職員  ４名  

臨時職員 ２３名 

職員合計 ４４名 

 

② 組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長

副会長

専務理事

事務局長 事業部 

ふじさわ宿交流館担当 

顧問 理事会 総会 

監事 

総務担当 事業担当 ﾌｨﾙﾑｺﾐｯｼｮﾝ担当 ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ担当 観光施設担当 

総務部 

江の島岩屋担当 



 

6 
 

（２）財務面の健全性・安定性 

  当協会の過去３年の財務概要は、次のとおりです 

 

① 貸借対照表                         （単位：円） 

科目／年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

Ⅰ 資産の部 
   

１．流動資産 163,854,409 133,015,795 119,097,165 

２．固定資産 63,494,968 74,193,465 97,523,544 

資産合計 227,349,377 207,209,260 216,620,709 

Ⅱ 負債の部  
  

１．流動負債 80,832,991 35,976,881 33,097,740 

２．固定負債 47,721,228 54,746,775 61,053,828 

負債合計 128,554,219 90,723,656 94,151,568 

Ⅲ 正味財産の部  
  

１．指定正味財産 0 0 0 

２．一般正味財産 98,795,158 116,485,604 122,469,141 

正味財産合計 98,795,158 116,485,604 122,469,141 

負債及び正味財産合計 227,349,377 207,209,260 216,620,709 
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② 正味財産増減計算書                         （単位：円） 

 

科目／年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

Ⅰ 一般正味財産草原の部 
   

１．経常増減の部 
   

（１）経常収益計 384,696,878 381,540,415 374,743,609 

（２）経常費用計 350,262,102 356,638,469 363,700,072 

当期経常増減額 34,434,776 24,901,946 11,043,537 

２．経常外増減の部  
  

（１）経常外収益計 0 0 0 

（２）経常外費用計 0 0 0 

当期経常外増減額 0 0 0 

当期一般正味財産増減額 25,178,876 17,690,446 5,983,537 

一般正味財産期首残高 73,616,282 98,795,158 116,485,604 

一般正味財産期末残高 98,795,158 116,485,604 122,469,141 

Ⅱ 指定正味財産増減の部  
  

当期指定正味財産増減額  0 0 

指定正味財産期首残高  0 0 

指定正味財産期末残高  0 0 

Ⅲ 正味財産期末残高  
  

正味財産期末残高 98,795,158 116,485,604 122,469,141 

 

当協会の３年間の財務状況は、①貸借対照表の科目「正味財産合計額」及び②正味財産増減計算書の科目 

「正味財産期末残高」の金額は年度ごとに増加をしており、更に②正味財産増減計算書の科目「当期経常 

増減額」も毎年黒字を維持しており、当協会の財政面での健全性や安定性が保たれています。 

※詳細な財務諸表は、別添資料の各年度の定時総会資料のとおりです。 

 

（３）管理運営及び事業実績 

① 管理実績 

  ア．江の島岩屋 

   ・平成 ５年４月 藤沢市から江の島岩屋の管理運営を受託（当時任意団体） 

   ・平成 ７年４月 社団法人化し、引き続き江の島岩屋の管理運営を受託 

   ・平成１７年４月 江の島岩屋の指定管理者として３年間受託 

   ・平成２０年４月 江の島岩屋の指定管理者として５年間受託 

   ・平成２５年４月 江の島岩屋の指定管理者として５年間受託 

・平成３０年４月 江の島岩屋の指定管理者として引き続き５年間受託 
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  イ．ビーチレクリエーションゾーン 

   ・平成９年４月～平成２４年３月 藤沢市からビーチレクリエーションゾーンの管理運営を受託 

  ウ．江の島サムエル・コッキング苑 

   ・平成１５年４月 藤沢市から江の島サムエル・コッキング苑の管理運営を受託 

   ・平成１７年４月 江の島サムエル・コッキング苑の指定管理者として３年間受託 

   ・平成２０年４月 江の島サムエル・コッキング苑の指定管理者として５年間受託 

エ．江の島花の名所の運営管理 

   ・平成１７年４月 藤沢市から江の島花の名所等の管理運営を受託 

  オ．藤沢市片瀬東浜駐車場 

   ・平成２７年４月 藤沢市片瀬東浜駐車場の指定管理者として５年間受託 

カ．江の島龍野ヶ岡自然の森の運営管理 

   ・平成２７年４月 藤沢市から江の島龍野ヶ岡自然の森の管理運営を受託 

  キ．藤沢市ふじさわ宿交流館 

   ・平成２８年４月 藤沢市ふじさわ宿交流館の指定管理者として３年間受託              

② 藤沢市観光協会の沿革 

昭和３６年１０月 任意団体「藤沢市観光協会」設立 

  平成 ５年 ４月 「江の島岩屋」の管理運営を藤沢市から受託 

  平成 ７年 ４月 「社団法人藤沢市観光協会」設立 

  平成 ８年 ８月 社団法人設立記念事業「龍恋の鐘モニュメント」完成 

  平成 ９年 ４月 「ビーチレクリエーションゾーン」の管理運営を藤沢市から受託 

  平成１５年 ４月 「江の島サムエル・コッキング苑」の管理運営を藤沢市から受託 

  平成１７年 ４月 「江の島岩屋」「江の島サムエル・コッキング苑」の指定管理者となる 

平成１７年 ４月 「江の島花の名所」の管理運営を藤沢市から受託 

  平成２４年 ４月 「公益社団法人藤沢市観光協会」となる 

  平成２７年 ４月 「藤沢市片瀬東浜駐車場」の指定管理者となる 

平成２７年 ４月 「江の島龍野ヶ岡自然の森」の管理運営を藤沢市から受託 

  平成２８年 ４月 「藤沢市ふじさわ宿交流館」の指定管理者となる 

   

Ⅱ 事業計画書 

１ 「施設の効用の発揮」 

（１）施設利用の促進 

当館は、来館者が快適で充実した時間を過ごし、満足度を高めていただけるよう、良好な施設環境の

維持管理と、懇切丁寧なご案内、接遇に努めており、郷土資料等の展示を楽しみながら、気軽な休憩所

としてもご利用いただくとともに、伝統芸能の鑑賞の場づくりや歴史講座等の開催により、来館利用の

促進を図っています。その結果、開館後２年間となる平成３０年３月末日までの来館者数は、累計で 

75,498 人となりました。 
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 具体的な取組内容 

① イベントポスター・チラシの作製 

誘客のためのイベントポスター、チラシ、各種パンフレットを作製し、観光案内所、湘南 FUJISAWA

コンシェルジュ、市内公共施設や市内及び近隣市の主要駅に掲出、設置します。また、藤沢地区の町

内会には、広報の配布と同時に回覧用として配布します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 案内パンフレットの作製・設置 

藤沢地区郷土づくり推進会議が作製した藤沢宿周辺の紹介や「東海道・藤沢宿」をわかりやすく解

説したパンフレットを観光案内所、湘南 FUJISAWA コンシェルジュ等に設置します。 

③ 映像、音声による解説 

郷土資料展示室では、「東海道五十三次藤沢宿の様子」として当時のジオラマを展示したものを音

声により解説するとともに、当時の宿場の様子を再現できる３DCG の動画を来館者が操作し、立体的

な映像を鑑賞できるようにします。また、多目的ホールでは、東海道五十三次の浮世絵を展示するほ

か藤沢宿の歴史や遊行寺、白旗神社、旧家等の周辺地域の見どころを紹介したビデオを放映します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    東海道五十三次浮世絵の展示        音声解説もある旧藤沢宿のジオラマ           
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④ のぼり旗・案内幕の掲出 

初めて来館する方や街歩き、サイクリングをしている方の休憩所としての目印となるよう、敷地の

わかりやすい位置にのぼり旗・案内幕を掲出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「ふじさわ宿交流館」のぼり旗           「お休み処」案内幕 

⑤ イベント開催時における外扉の開放 

    一部のイベントを除き、お笑いライブや楽器の演奏等、可能な限り外部に音を出してイベントを PRし、

近くを通りかかった方も気軽に参加できるよう誘客を図ります。 

 

（２）サービスの向上 

ふじさわ宿交流館は、郷土資料展示の見学、イベントの観覧、街歩きの休憩等で訪れる方、遊行寺等

で開催される地域のイベントの別会場として利用される方のほか、最近では、季節の花の見頃の時期に

合わせて遠方から訪れる方も増加してきており、このような多様化する利用者へのサービスの向上に努

めてまいります。 

 

 具体的な取組内容 

① 近隣の白旗神社、市内公園の「フジの花」や遊行寺の「さくら」、「花菖蒲」、「イチョウ」の見ごろ 

の時期について、電話による問い合わせが、県外等遠方の方からも多数あることから、藤沢市公園課

等、関係機関と連携しながら、市内公園の開花状況の情報収集に努め、ご案内できるようにするほか、

近隣地域については、直近の開花の状況をふじさわ宿交流館のホームページに写真付きで掲載します。 

② 遊行の盆、遊行寺薪能等の地域の大きなイベント開催時には、イベント会場からお帰りの方の休憩等に 

利用できるよう、終了時間に合わせて供用時間を延長します。（会議室を除く） 

 

（３）平等な利用の確保 

① 平等利用の確保の考え方 

本施設は藤沢市の「公の施設」であるため、指定管理者は常に平等かつ公平・公正な取扱いによる安全で快 

適な管理運営を行う責務があります。 

そこで当協会は、本施設の管理運営にあたっては、地方自治法第２４４条第２項、第３項の主旨に則り、正 

当な理由のない限り、利用を拒まず、特定の個人や団体の利用を優先することのないようにすることを徹底し、

子供から成人、高齢者、障がい者、外国人等がそれぞれの目的で楽しく利用できるよう管理運営を行います。 

② 平等利用に向けた取り組みについて 

本施設は、地域の方をはじめ、市内外から多くの方が利用されます。このため、私たちは施設内や窓口での 

案内、意見、要望、苦情等への対応など、あらゆる場面において、公平平等、公正な判断対応が求められるた



11 
 

め、利用者の立場に立った親切丁寧な対応を行います。特に、安全な管理のため入場制限が必要なイベントに

ついては、一人につき一枚の入場整理券を配布し、公平な観覧をしていただくよう努めます。 

日々の管理運営業務において、平等の点で課題が生じた場合は、その検証と必要な改善を行い、平等利用の 

確保に努めるとともに、職員の人権・接遇研修において、公平平等について職員教育を行い、意識向上を図り

ます。（平成３０年３月に当協会の職員全員を対象とした接遇研修を実施しました。） 

 

（４）利用者意見等の把握 

施設利用者の満足度を高めるために、ニーズを把握し、分析し、結果を管理運営に反映していくことは、顧 

客満足度を高めるために重要です。そのため、交流館の運営に関する意見交換の場として、交流館運営協議会

を設置するとともに、ご意見箱の設置や、利用者アンケート等を活用し、利用者のニーズや地域住民の意向、

要望、提案など掌握したうえで、管理運営のあり方を見出します。また、日々の利用者とのコミュニケーショ

ンや電話、手紙（メール）、アンケート等でいただいた貴重なご意見は、反映と改善に努め、対応の結果を定

期的に掲示し、利用者との情報の共有に努めていきます。 

① 交流館運営協議会の設置 

地域の活動団体、地元自治会・町内会、商業関係者等を構成員とする運営協議会を設置し、交流館の

運営に関する意見交換を行います。 

② ご意見箱の設置 

郷土資料展示室のカウンターにご意見箱を設置し、利用者からいただいたご意見は、施設改善等への貴重

な情報として、事務局や関係各機関と協議・検討し、速やかに対応し、対策・処置を決定し職員に周知し

ます。 

③ 利用者アンケート（自己モニタリングの実施） 

年間を通じ利用者アンケートを実施し、多くの利用者に喜ばれ支持される、より良い施設運営を図ってま 

いります。なお、アンケートに協力いただいた方には、お礼として浮世絵の絵葉書を一枚差し上げます。 

 

平成２９年度の満足度調査結果 調査数 260 人 

（問１）性別 

    男性 50%  女性 50% 

（問２）年齢 

    10 歳未満 8%  10 歳代 2%  20 歳代 1%  30 歳代 4%  40 歳代 6%  50 歳代 11%  60 歳代 27% 

        70 歳代以上 41% 

（問３）お住まい 

    市内 50%  市外 50% 

（問４）来館回数 

    初めて 65%  ２回目 11%  ３回目 7%  ４回目 3%  ５回目以上 14% 

（問５）当施設をどちらでお知りになりましたか 

    広報ふじさわ 26%  ポスター 8%  チラシ 10%  友人・知人から 22%  インターネット 5% 

        その他（街歩き、寺社参拝の途中等） 29% 

（問６）ご来館の目的は 

    街歩きの途中 66%  サイクリングの途中 3%  資料展示見学 5%  イベント見学 16% その他 10% 

（問７）ご感想は 

    非常に良い 49%  良い 41%  普通 10%  良くない 0% 
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主なご意見・ご感想等 
    

       
（１）施設について 

    
・二階の休憩場所に何か楽しむものがあると良い 

  
・サイクルスタンド（ロードバイク）がほしい 

  
・甘味処があれば良い 

    
・藤沢駅あたりに交流館への大きな案内板があると良い 

 
・ジオラマは良くできていると思うが、もう少し広い範囲のジオラマも作ってほしい 

・藤沢市の散歩道の地図などがあると良い 
  

・もっと交流館を宣伝した方がよい 
   

・各地方自治体にある歴史館、資料館等は将来の子供達の遺産として大切にすべき 

・川崎宿のように名物が買えると良い 
   

・東海道の宿場まつりでお茶とだんごが食べたい 
  

・展示は音声だけでなく文字の説明もほしい  
  

・東海道五十三次を歩いているので、こうした施設があることは大変ありがたい 

 

（２）イベント等について 
    

・コンサートのイベントを増やしてほしい 
  

・最新の歴史研究を聞きたい 
    

・宿場町らしい芝居を見たい 
    

・平日開催をふやしてほしい 
    

・市外からも興味を持てるイベントの企画をお願いしたい 
 

・初めてガイドさんがつき、時宗遊行寺を見学し、とても勉強になる 

・日本人だけではなく、外国人の方々にも魅了するものもいいのでは 

・小さい子供向けのイベントを開催してほしい 
  

・昭和の遊び、手作りの遊びは大変良いと思う 
  

・遊行寺に関連したイベントを開催してほしい 
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ニーズの捉え方・反映の仕方 

    

 

                                          現状確認・内容把握 

 

                                          即時改善が不可能なものは 

                                          応急処置を講じる 

 

                                          大規模なものや資料展示に 

関するものは市に要望 

 

データベースに蓄積 

 

 

          反映・改善、改善できない理由などを報告 

 

２ 「施設の管理」 

（１）施設・設備の維持管理 

（１）施設・設備の維持管理 

  交流館を訪れる多くの来館者が快適で安全、安心に過ごしていただくために、施設・設備の維持管理に

努めます。交流館館内の設備等も含め、常に良好な状態で使用できるよう清掃・点検を行います。特に、

不特定多数の観光客の利用が多いことから、従事職員は施設内を常に点検し、快適に利用していただくよ

う努めます。 

① 施設の清掃・保守（専門業者へ再委託） 

  ・館内外の日常清掃…毎日 

  ・定期清掃（照明器具、窓ガラス、床面ワックス掛け）…年２回 

 ・植栽の管理剪定…年２回 

② 設備の清掃・保守 

  ・空調・消防設備・自動ドア保守点検…年２回（自動ドア点検は年３回） 

③ 機械警備の点検 

・施設の機械警備については藤沢市の契約となりますが、常に日常点検を行う。 

（２）その他設備の維持管理 

 ① AED の設置及び維持管理 

 ② 無料 Wi-Fi 内蔵の飲料自動販売機の設置及び維持管理 

（３）施設の予約管理 

① 交流館会議室（２室）の予約管理と使用の許可及びその取消等に関する業務 

②  交流館会議室の使用料徴収並びに減免手続き及び返還手続きに関する業務 

  

 

利用者ニーズの把握方法 

利

用

者 

日常接客 

電話 

満足度調査 

手紙・メール 

ご意見箱 

内容の整理と分析 

意見 

聴収 

要望 

反映と改善 

蓄積 

把握 
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３ 「危機管理体制」 

（１）防犯・防災対策 

交流館は、ふじさわ宿を訪れる観光客の休憩所として、トイレのみの利用も含め、多くの人が自由に

出入りする施設であるため、防犯・防災対策は非常に重要です。そのため、供用時間には、常時２人の

職員を配置し、監視カメラのチェック、館内の見回り等を実施し、防犯・防災対策に努めます。 

① 盗難、火災等への対応 

交流館は、各種のイベントや歴史や文化資料の展示などによる来館者だけでなく、ふじさわ宿をめぐる

観光客の休憩施設の役割があります。不特定多数の方が利用することから、館内での盗難防止、火気取扱

注意等の周知や、イベント実施時や混雑時は職員等により注意喚起を行い、事件、事故を未然に防ぎます。 

事故等が発生した場合は、初期対応を適切に実施するとともに、市、警察、消防署等へ緊急連絡します。

また、職員については定期的に防火訓練を実施し、いざというときに適切な行動がとれるようにします。 

② 自然災害等への対応 

  自然災害等への対応については、正確で迅速な情報把握に努め、来館者の安全を確保します。また、災

害時は公の施設としての役割を十分に理解し、市の指導の下、連携して対応します。なお、施設内には停

電時でも手動で発電することで飲料を提供できるライフラインベンダー及び AED を設置しています。 

 

 

（２）緊急時の対応 

火災及び地震等の緊急時においては、当協会の管理運営マニュアル及び消防計画に基づき、来館者の安

全を確保するとともに、市、警察署、消防署等関係機関への緊急連絡を行います。対応に増員が必要な場

合は、本部へ応援要請を行います。また、地震等の大きな災害で近隣住民が避難してくる場合も想定し、

公の施設としての機能を発揮できるよう職員に対して研修等を実施します。 

ア．事故、事件発生の場合 

施設内で事故、事件が発生した場合には、次の配備体制で初期対応に当たり「人命を最優先」とした迅 

  速な行動を行います。 

事故や事件後には、原因の究明及びその経過や対応を記録し、これまでの履歴と合わせデータに保存し 

今後の管理に活かすことで、再発防止に努めます。 

※万が一の事故後の処理を円滑に行うため、施設賠償責任や資金管理に対応した各種保険に加入します。 

 

Ａ 職員が現場へ急行、来館者の立場に立った被害者の救護や応急手当 

   Ｂ 二次災害の防止のための立入禁止措置、避難誘導 

   Ｃ 状況に応じ、消防車、救急車等の緊急車両を要請 

   Ｄ 発生の第一報やその後の状況、結果を「事故報告書」として関係機関に連絡、報告 

   Ｅ 事務局及び市郷土歴史課からの指示、指導に対応 

   Ｆ 被害者及び発見者への措置状況の報告 
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来館者が当

館敷地内で

転倒 

第 1

発

見

者 

救助依頼 
館長 

（統括責任者） 

職員 

現場急行 

通報 
連絡・結果報告 

事務局 

 

連携 

 

郷土歴史課 

 

指示・連絡 

緊急車両の要請 

連絡・措置報告 

事故の発生例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 来館者の安全確保 

①最優先で事故者の救護 ②二次事故防止のため、立入禁止、応急措置等の実施 

 

イ．台風や集中豪雨による災害発生が予測される場合 

台風の接近及び通過又は集中豪雨が予測される場合には気象状況に関わる情報を早期より収集・分析し、 

それに応じた水防・保護対策を速やかに実施します。台風接近及び通過又は大雨警報発令時は、来館者に

近くを流れる境川に近づかないよう注意喚起するとともに安全な場所で避難待機します。通過後もすぐに

近づかず周辺の安全確認の後に施設の被害状況を点検検査します。 

     

台風接近通過又は大雨警報発令 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    土のう等の水防対策準備 

① 連絡周知、避難待機 

② 通過後安全確保、被害状況確認 

 

   

Ａ.台風が接近し、進路が施設の西側（愛知・静岡県）に上陸しそうな情報または豪雨に関する情報 

  Ｂ.気象状況の説明を関係機関に報告、指示を受ける 

  Ｃ.施設内の備品、電気類、展示物等の避難、保護対策の実施 

  Ｄ.施設内に連絡周知 

  Ｅ.避難待機、通過後安全確認 

   Ｆ.被害状況の確認・報告 

 

台風発生又

は大雨警報

発令 

気象情報 事務局 

 

連携 

 

市郷土歴史課 

状況説明 

報告 

館長 

（統括責任者） 
情報収集

職員 

指示・連絡 

保護 

対策 
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ウ 大地震が発生し津波警報が発令された場合 

大地震（震度５弱以上）が発生し、津波警報が発令された場合は、直ちに来館者に通達し災害の状況に 

よっては職員が利用者を冷静に施設外に誘導し、藤嶺学園藤沢高等学校まで避難します。 

 

 津波警報 

 

 

 

 

 

 

※利用者・観光 

 

 

 

 

来館者の避難誘導を最優先とし、関係機関への連絡は、避難完了後に報告 

 

４ 「人員体制・経費」 

（１）人員体制 

① 職員について 

ア．責任者の役割及び経歴 

館長は、施設管理等の経験が豊かな人材を常勤で配置し、施設の統括責任者として、地域との連携・協

働に取り組みます。 

イ．職員配置計画 

施設の統括責任者として、館長を置き、館長の下には窓口業務・接客サービス・会館維持管理を担う 

非常勤職員３人を配置し、施設管理運営スタッフ４人が一体となり、多岐にわたる業務を遂行します。 

なお、館長が地域との協働・連携をさらに充実させるための渉外活動に取り組み、また、平成２８年度、

２９年度に藤沢市が実施した「藤沢宿活性化事業」を当協会が継承するため、非常勤職員１人を増員

します。 

 

役職名 人員 業務内容 資格・実務経験等 

館 長 １人 管理運営統括責任者 
救命講習修了 

防火管理者 

非常勤職員 ３人 
窓口業務・接客サー

ビス・会館維持管理 

１人は英語堪能者を想定 

救命講習修了 

計 ４人   

 

 

大地震 

 

 

館長 

（統括責任者） 

情報収集 

職員 

 

利用者・周辺の 

通行人等 

緊急周知 

避難誘導 
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② 年間の休館日及び供用時間について 

藤沢市ふじさわ宿交流館の休館日及び供用営業時間は次のとおりです。 

休館日  毎週月曜日（その日が国民の祝日に関する法律に規定する休日にあたる場合は、その翌日 

       １月１日及び１２月２７日から同月３１日まで 

供用時間 会議室以外  ４月から９月まで 午前９時から午後６時まで 

           １０月から３月まで 午前９時から午後５時まで   

           （地域のイベント等の開催に伴い、供用時間を延長することがあります。） 

   会議室     午前９時から午後９時まで 

③ 職員の勤務体制について 

・配置する職員４人のうち、通常は２人を配置し、イベント等の開催日や来館者が多い土日・祝祭日等には３

人が従事するように柔軟なローテーションを組んでいます。  

・４月～９月は、会議室以外の供用時間が午後６時までのため、職員全員で時差出勤を実施し、時間外勤務の

縮減を図っています。 

④ 職員の研修体制について 

平成３０年４月から当協会内に文書、職場研修、IT 関連、情報公開・個人情報関連、内部統制の各分野に 

  リーダーを設置し、それぞれの分野における専門的な研修を実施する体制を構築しました。平成３１年度以

降も順次研修を実施し、職員のスキルアップに努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                正面入口壁にご利用案内板をわかりやすく掲示 
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（２）収支予算書 

 ① 本施設の管理運営に係わる収支予算案（平成 31 年度～35 年度） 

 （収入の部） 

科目 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度 平成 35 年度 備考 

藤沢市委託料 29,806,520 30,358,400 30,358,400 30,358,400 30,358,400 

 
収入合計 29,806,520 30,358,400 30,358,400 30,358,400 30,358,400 

 （支出の部） 

科目 

平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度 平成 35 年度 

摘要 

予算額 予算額 予算額 予算額 予算額 

給料手当 4,666,000 4,666,000 4,666,000 4,666,000 4,666,000 職員１名 

臨時雇賃金 5,673,000 5,673,000 5,673,000 5,673,000 5,673,000 臨時職員３名 

法定福利費 1,492,000 1,492,000 1,492,000 1,492,000 1,492,000 職員１名、臨時職員３名 

福利厚生費 61,000 61,000 61,000 61,000 61,000 職員１名、臨時職員３名 

会議費 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 運営協議会３回 

旅費交通費 65,000 65,000 65,000 65,000 65,000 本部との連絡、視察等 

通信運搬費 181,000 181,000 181,000 181,000 181,000 電話料、ネット接続料、切手等 

支払手数料 38,000 38,000 38,000 38,000 38,000 振込料 

消耗品費 880,000 880,000 880,000 880,000 880,000 事務用品、ケータリング等 

清掃費 2,888,000 2,888,000 2,888,000 2,888,000 2,888,000 施設管理委託 

修繕費 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000 小口修繕 

警備費 93,000 93,000 93,000 93,000 93,000 年末年始警備 

印刷製本費 1,643,000 1,643,000 1,643,000 1,643,000 1,643,000 イベントポスター・チラシ等 

燃料費 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 公用車燃料 

光熱水費 1,019,000 1,019,000 1,019,000 1,019,000 1,019,000 電気料、水道料 

賃借料 926,000 926,000 926,000 926,000 926,000 コピー機、AED、防犯カメラ等 

保険料 225,000 225,000 225,000 225,000 225,000 傷害、施設賠償保険 

諸謝金 3,519,000 3,519,000 3,519,000 3,519,000 3,519,000 イベント出演料、講師料等 

支払負担金 158,000 158,000 158,000 158,000 158,000 地域との連携負担金 

委託料 1,038,000 1,038,000 1,038,000 1,038,000 1,038,000 地域団体への事業再委託 

広告宣伝費 200,000 200,000 200,000 200,000 200,000 広告 

租税公課 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 収入印紙代 

小計 25,090,000 25,090,000 25,090,000 25,090,000 25,090,000 
 

諸経費  2.509,000 2.509,000 2.509,000 2.509,000 2.509,000 事務経費 10% 

小計 27,599,000 27,599,000 27,599,000 27,599,000 27,599,000 
 

消費税 2,207,520 2,759,400 2,759,400 2,759,400 2,759,400 平成31年度 8％、32年度以降 10％ 

合  計 29,806,520 30,358,400 30,358,400 30,358,400 30,358,400 
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（３）効率的な運営 

   来館者に快適で満足していただけるようなサービスを提供する一方で、効率的な運営が図られているかを

検証しながら、経費の縮減に努めます。 

具体的な取組内容・目標 

   ・館長に施設管理等の経験が豊かな人材を配置することより、嘱託職員を配置せずに複数の非常勤職員を

配置する体制とし、柔軟かつ効率的な執行体制を構築することによって、人件費の削減を図っています。 

・配置する職員４人のうち、通常は２人を配置し、イベント等の開催日や来館者が多い土日・祝祭日等に

は３人が従事するように柔軟なローテーションを組んでいます。 

   ・４月～９月は、会議室以外の供用時間が午後６時までのため、職員全員で時差出勤を実施し、時間外勤

務の縮減を図っています。 

   ・会議室の供用時間が午後９時までのため、会議室の夜間利用時は、外部への委託をせずに、時差出勤に

より職員１人が対応することで、経費の節減に努めています。 

   ・当協会の契約規程に基づき、予定価格が 200 万円を超える契約については、基本的に入札を執行しま

す。 

   ・地域の鉄道事業者である小田急電鉄、江ノ島電鉄、湘南モノレール及びＪＲは、観光誘客事業を展開す

る中で培ってきた当協会との信頼関係が深く、各駅の誘客ポスター・チラシなどの無償掲出が可能とな

り、特に事業啓発等においては、効率的かつ効果的な事業運営に努めています。 

      ・施設内の照明は、省電力の LEDを使うことにより、また、トイレ、階段の照明を人感センサーとするこ

とにより、修繕費、電気料の削減に努めています。 

   ・各年度に事業を検証し、交流館の設置目的を達成するためにより効果的な事業の選択を行います。 

 

５ 「市の施策への理解」 

（１）情報の管理体制 

当協会は、「公の施設」を指定管理者として管理運営する公益社団法人であることを常に認識し、利用者

等に対し真摯で公明正大な心で接し、快適で安全な施設管理を目標にします。また、藤沢市の施策を理解し、

必要な規程を定め、職員はこれを十分自覚し、責任を持って施設管理業務に従事しています。 

① 個人情報の取扱い等 

当協会が取り扱う個人情報は、各行事イベントの参加者、協賛の申込者などの事務局で扱う各種個人情報が 

ありますが、当協会では、藤沢市個人情報の保護に関する条例に準じて「公益社団法人藤沢市観光協会個人 

情報保護に関する規程」を平成２５年６月に、「特定個人情報保護規程」を平成２７年１２月にそれぞれ定 

め適切に運用しています。 

②  職員への周知徹底 

個人情報を扱う窓口や事業担当などの職員が意識を持って管理することが重要ですので、毎年実施する職員 

研修及び事務局会議、ミーティング等において、特に次の事項に注意します。 

・利用目的を明確にして、必要以上の個人情報は、保有しない。 

  ・利用目的以外に、個人情報を利用・提供しない。 

  ・本人から直接個人情報を取得するときは、利用目的を明示する。 

  ・個人情報の漏洩防止措置を行う。 
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③  情報公開・守秘義務 

当協会は、業務上知り得た情報やその内容を第三者に漏洩しないことなど守秘義務を守りますが、情報公開 

では、市の情報公開条例に基づき平成２４年４月に定めた「公益社団法人藤沢市観光協会情報公開規程」に 

より、指定管理業務で知り得た情報や文書は、規程第７条に記述されている個人情報等の除外事項を除き、 

情報開示します。また、平成３０年度から情報公開（個人情報保護）推進リーダーを設置し、職員の意識啓 

発研修の実施、情報公開請求に対応できる組織体制の構築に取り組んでいます。 

 

（２）環境への配慮 

「藤沢市環境基本条例」の基本理念に基づき、施設周辺の多様な動植物が生息する環境を保全・育成し 

省エネルギーなどの環境にやさしい活用を促します。 

  具体的な取組内容・目標 

   ・職員への意識徹底 

   ・コピー印刷時の両面印刷の実行、不要紙の再利用 

   ・電子メールを使用しコピー用紙等の使用量の削減（協会本部との連絡） 

   ・ゴミの分別 

   ・ゴミのポイ捨て禁止などを利用者や来館者への呼びかけ 

   ・藤沢市との事務連絡や地域を回る際の交通手段（公用車）を自転車にすることで、CO2 の削減に努めま

す。 

   ・施設内の照明は、省電力の LED を使うことにより、また、トイレ、階段の照明を人感センサーとするこ

とにより CO2 の削減に努めています。 

 

（３）障がい者への配慮 

「障がいを理由とする差別の解消の推進に関する法律」、「藤沢市における障がいを理由とする差別の解消の 

推進に関する対応要領」に基づき、適切に事務を執行します。 

 具体的な取組内容・目標 

  ・施設内に多目的トイレを設置しています。 

・イベント開催時には、車いすを使用する人のためのスペースを確保します。 

・障がいを理由とする差別の解消に関する基本的な事項及び障がいを理由とする差別の解消等に関し，上

記対応要領を熟知することにより、職員が求められる役割について理解を深めるため、職員研修の一環

として実施します。 

 

（４）人権施策への理解 

人権とは、すべての人が生まれながらにもっている権利です。職員には、「世界人権宣言」第１条と「日 

本国憲法」第１１条・第９７条の周知、徹底を図り、「藤沢市人権施策推進指針」を理解し、一人ひとりの

市民が尊重され、ともに生きるまちづくりに向けて取り組みます。 

 具体的な取組内容・目標 

・平成３０年度から職場研修リーダーを設置し、人権施策研修を隔年で実施します。 

・朝礼等で、パワハラ、セクハラに対しては毅然たる態度で臨むという意識を職員間で共有するとともに、

ハラスメントに対する啓発を行います。 
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（５）暴力団排除への対応 

暴力団を恐れないこと、暴力団に協力しないこと及び暴力団を利用しないことを旨として、「公益社団法

人藤沢市観光協会不当行為等の対策に関する要綱」を平成２４年９月に定め、不法行為対応マニュアルを適

切に運用しています。また、所轄の警察署が実施する不当要求防止責任者講習を受講します。 

 

６ 「特記項目」 

（１）地域文化振興の事業計画 

ふじさわ宿交流館は、遊行寺の門前に位置し、江戸時代には東海道五十三次の６番目の宿場町藤沢宿と

して賑わったところであり、江の島道の起点にあたる場所でもあります。このような歴史のある場所で文

化振興事業を展開するにあたっては、付近の史跡等も活用し、来館する人に藤沢の歴史・文化について関

心を持ち、郷土の歴史に関する自主的な活動等に繋がるような機会を提供することで、次世代への文化の

継承を図るため、次の事業を実施します。 

① 郷土資料展示室等の展示解説・観光案内 

藤沢市が所有する藤沢宿関係の浮世絵等の展示の解説や、それに関係する観光施設等の案内業務を行

います。 

② 歴史講座・歴史散歩の実施 

   藤沢宿、箱根宿や大山詣、江ノ島詣等をテーマにした歴史講座や遊行寺、白旗神社等周辺地域の歴史

散歩等を行い、今後、事業への参加者による郷土の歴史に関する自主的な研究活動等に繋がるような

機会の提供をします。 

③ 遊びの体験会等の実施 

平成２８年度、２９年度に藤沢市が実施した「藤沢市まちづくりパートナーシップ事業 藤沢宿活性

化事業」を指定管理者が引き継ぎ、次世代への伝統文化の継承となるよう、地域団体の指導による籠

作り、生藍そめ、ちりめん布細工等の伝統文化講座や昔ながらの縁日等の遊びの体験会を実施します。

（再掲） 

④ 藤沢宿地域内のガイド事業の実施 

当協会と協力関係にある観光ボランティアガイド「江の島・藤沢ガイドクラブ」は、市内全域の特徴 

    ある自然、歴史、文化等の魅力を観光客に多角的な視点からの案内を行い、本市観光の周遊性を図り、

新たな観光客の確保を推進しています。この「江の島・藤沢ガイドクラブ」と連携し、藤沢宿地域内

の歴史文化施設のガイド事業を実施します。 

⑤ 「新春藤沢江の島歴史散歩・藤沢七福神めぐり」の拠点としての周遊性の確保 

当協会では、新春に藤沢七福神をラリーポイントとし、藤沢市中部及び南部地域の歴史・文化・自然など、

藤沢の多彩な魅力を再発見するスタンプラリーを実施し、市内の周遊性を高める事業を実施しています。

このスタンプラリーのコースの中で、諏訪神社、常光寺、感応院、白旗神社が交流館の近くにあるの

で、休憩場所の提供のほか、完歩者への交流館オリジナルの手ぬぐいの販売、解説等を行い、拠点施

設になるようにします。 

⑥ 伝統文化事業の実施 

・和太鼓、琴、津軽三味線等の伝統的な和楽器の演奏や親子で参加でき、楽器に触れる体験もできる宿

場ミニコンサートを実施します。 

・観客同士の交流の場でもある宿場寄席、地元出身演者による宿場講談会等伝統芸能の鑑賞の場づくり
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をします。 

・伝統文化である紙芝居を地域の演者により実施します。 

・近隣の中学校・高等学校茶道部と連携し、伝統文化である野点を実施します。 

⑦ お笑いライブの実施 

・幅広い世代の誘客及び交流を図るため、子どもからお年寄りまで楽しめ、当協会がこれまで観光誘客

事業の中で各種芸能プロダクションとの連携を活かし培ってきた地元出身者を MC とするお笑いライ

ブを実施します。 

⑧ 箱根駅伝応援の拠点 

箱根駅伝開催時に、応援の拠点として多目的ホール、広場を利用して関連企画を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

江の島・藤沢ガイドクラブによる案内      地元出身演者による宿場講談会       

 

 

 

 

 

 

 

 

地元出身 MC によるお笑いライブ          箱根駅伝応援の拠点 

 

（２）地域の活性化及びにぎわいの創出の事業計画 

交流館は、旧東海道藤沢宿の歴史・文化を活かした街づくりの拠点となる施設です。交流館を中心に人

が集い、交流が図られ、地域が活性化することで、地域への関心が高まり、また、多くの人が集まるとい

う好循環を生み出すような事業を展開し、地域の活性化とにぎわいの創出に繋げます。 

当協会は、地域の鉄道事業者である小田急電鉄、江ノ島電鉄、湘南モノレール及びＪＲと観光誘客事業を展

開する中で培ってきた信頼関係を有し、地域の新聞社、ラジオ及びテレビ局とも常に強い信頼関係を構築して

おりますので、交流館において各事業を実施する際には、これら鉄道事業者やメディア関係者等との協働・

連携による情報発信を行うとともに、当協会及び交流館のホームページを活用し情報発信を行います。 

さらに、当協会は、藤沢市観光センター及び片瀬江の島観光案内所に外国人旅行者に英語で対応できる職

員を配置するほか、江の島島内の江の島観光案内所等には外国語ボランティアガイドを配置し、外国人観光客

へのおもてなしの充実、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に向けて、新たに外国語ボ

ランティアガイドの募集、育成を行っています。このような取り組みによる強みを生かし、交流館においても

同大会の開催に向けて、外国人来館者の対応をすすめます。 
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① 誘客のためのイベントポスター・チラシを作製し、観光案内所、湘南 FUJISAWA コンシェルジュ、市

内公共施設や市内及び近隣市の主要駅に掲出、設置します。また、藤沢地区の町内会には、広報の配

布と同時に回覧用として配布します。（再掲） 

② 藤沢地区郷土づくり推進会議が作製した藤沢宿周辺の紹介や「東海道・藤沢宿」をわかりやすく解説

したパンフレットを観光案内所、湘南 FUJISAWA コンシェルジュ等に設置します。（再掲） 

③ 平成３０年３月に新たに発足した藤沢宿商店会の老舗店舗との連携により、おもてなしの場として和

菓子、お茶等の提供（有料）を行います。 

④ 社会福祉法人光友会ライフ湘南が製造販売する四季折々の藤沢産の食材を使用した「謹製 藤澤宿御

弁当」を団体客向けに予約販売し、来館者に藤沢の食を楽しんでいただくことにより、福祉関係団体

との連携を図るとともに、地産地消の販売促進に努めます。 

⑤ 地域の縁側事業実施団体の「藤沢地区みらいサロン」が作製するストラップ「みらい太鼓」の委託販

売を行います。 

⑥ 東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に向けて、江の島をはじめ他の観光地や他の施

設（商業施設・観光施設等）と連携し、外国人観光客の交流館への誘客事業を計画します。 

⑦ 市内外の観光客向けの情報誌「るるぶ特別編集 藤沢」に藤沢宿及び交流館を掲載して、各種観光キ

ャラバン、観光キャンペーン、海外誘客事業において、国内外を問わず広く当交流館を周知します。 

⑧ 交流館ホームページのニュース・イベント等の情報提供及び更新作業を行います。（英語版含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

各種イベントポスターの掲示        謹製 藤沢宿御弁当      「みらい太鼓」の販売  

 

（３）地域住民との協働・連携 

交流館の運営には、地域住民との協働・連携が不可欠です。この地域では、これまでも、「藤沢宿」の

のぼり旗の掲出や、藤沢宿まつりなど地域住民が中心となり藤沢宿の歴史を活かした事業を行ってきまし

た。このような地域住民の活動への支援やこれから交流館を利用して、積極的に事業展開したいという団

体等のコーディネート役として、魅力を広く情報発信し、多くの人が集まる施設にします。 

① 地域の祭り・イベントへの協力・相談 

近隣町内会の諏訪神社例大祭等、交流館広場での太鼓の演奏、多目的ホールでのライブの実施など地

域のイベントを地域住民と一緒に盛り上げる協力を行います。 

② 地域住民の憩いの場として多目的ホールの開放 

   イベント開催時以外は、多目的ホールを開放し、地域住民や観光客が集まり交流できるようなくつろ

ぎの場をつくります。特に、毎朝幼稚園児たちが、幼稚園バスの迎えを待っている間、郷土資料展示

室のジオラマを見学したり、３DCG を操作したりと郷土の歴史文化に興味を持ってもらう場ともなっ

ています。また、園児を送り届けた後は、その場で保護者同士の交流の場となっています。 
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③ 会議室の利用促進 

会議室は、サークル活動、町内会の会合のほか、近隣高等学校の保護者会、幼稚園の送別会等として

利用されており、さらに多くの人が利用していただくよう PR していきます。 

④ 子どもたちの安全確保 

当館は、公の施設としてこども１１０番の機能も有していることから、子どもたちを見守るという視

点を十分認識しながら、日々の業務を遂行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

     諏訪神社例大祭（ポスター）       街歩き休憩中の交流（多目的ホール） 

 

（４） 関係団体との協働・連携 

藤沢宿一帯では、藤沢宿まつり、藤沢宿・遊行の盆、藤沢公民館まつり、藤沢今昔・まちなかアー

トめぐりなど、様々な団体によるイベント等の事業が行われています。 

当協会においても、一遍上人が開いた時宗の総本山である遊行寺、そして白旗神社、常光寺、諏訪

神社等の藤沢宿の歴史的な観光資源を活用した「新春江の島歴史散歩・藤沢七福神めぐり」や昨年開

催された遊行寺宝物館における「特別展 江嶋縁起」への協力、観光ボランティアガイドによる街歩

き等を実施しています。特に、当協会は、藤沢宿遊行の盆、遊行寺薪能実行委員会の構成員となって

おり、これらのイベント等が地域活性化のための催しとなるよう積極的に協力支援をするとともに、

拠点施設である交流館において、よりよい事業展開を目指します。あわせて、藤沢宿一帯でのイベン

ト実施に関する相談及びイベント情報の発信を行います。 

① 各種団体との連携 

地域の活動団体、地元自治会・町内会、商業関係者等を構成員とする運営協議会を設置し、交流館の

運営に関する意見交換を行います。（再掲） 

② 遊行寺との連携 

  ・遊行寺薪能開催にあたっては、同委員会作製ポスターの当館への掲示、当館ポスター・チラシへの掲

載、お帰りの際の休憩場所の確保として多目的ホールの供用時間延長等の協力支援をします。 

  ・遊行寺宝物館における企画展等開催にあたっては、宝物館作製ポスターの当館への掲示、当館ポスタ

ー・チラシへの掲載、企画展等に伴う関連行事への協力支援をします。 

③ 藤沢商工会議所との連携 

当協会も藤沢商工会議所を事務局とする藤沢宿・遊行の盆実行委員会の構成員として参加しながら、

その開催前から終了まで様々な協力体制を構築します。 

・遊行おどりをはじめとする各種盆踊り演舞の会場として、多目的ホールの利用提供をします。 

・開催前の期間中、遊行の盆で踊る「遊行ばやし」の唄・三味線公開講習会の会場として多目的ホール

の利用提供をします。 

・遊行の盆ウイーク期間中に物産の委託販売、PR ビデオの上映を行います。 
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・遊行寺境内の大盆踊り大会終了後も参加者のお帰りの際の休憩場所の確保として多目的ホールの供用

時間を延長します。 

④ 地域団体（蔵まえギャラリー）との連携 

平成２８年度、２９年度に藤沢市が実施した「藤沢市まちづくりパートナーシップ事業 藤沢宿活性

化事業」を指定管理者が引き継ぎ、次世代への伝統文化の継承となるよう、地域団体の指導による籠

作り、生藍そめ、ちりめん布細工等の伝統文化講座や昔ながらの縁日等の遊びの体験会を実施します。

（再掲） 

⑤ 江の島・藤沢ガイドクラブとの連携 

当協会と協力関係にある観光ボランティアガイド「江の島・藤沢ガイドクラブ」は、市内全域の特徴 

    ある自然、歴史、文化等の魅力を観光客に多角的な視点からの案内を行い、本市観光の周遊性を図り、

新たな観光客の確保を推進しています。この「江の島・藤沢ガイドクラブ」と連携し、藤沢宿地域内

の歴史文化施設のガイド事業を実施します。（再掲） 

⑥ 教育機関（学校）との連携 

・次代を担う子供たちが地域の歴史文化を学ぶ場として、積極的に市内小学校の社会見学の受け入れを 

 実施します。 

・近隣の中学校・高等学校茶道部と連携し、伝統文化である野点を実施します。（再掲） 

⑦ 藤澤浮世絵館等との連携 

郷土歴史課の各種事業、藤澤浮世絵館が所有する展示物の交換展示等他の施設との連携、来年度新た

にオープンする複合施設内に設置される藤沢公民館をはじめとする催事に交流館も積極的に参加す

る等、にぎわいづくりに努めます。 

⑧ 社会福祉関係団体等との連携 

・社会福祉法人光友会ライフ湘南が製造販売する四季折々の藤沢産の食材を使用した「謹製 藤澤宿御

弁当」を団体客向けに予約販売し、来館者に藤沢の食を楽しんでいただくことにより、福祉関係団体

との連携を図るとともに、地産地消の販売促進に努めます。（再掲） 

・地域の縁側事業実施団体の「藤沢地区みらいサロン」が作製するストラップ「みらい太鼓」の委託販

売を行います。（再掲） 

⑨ 藤沢市民まつり実行委員会との連携   

当協会は、藤沢市民まつり実行委員会の構成員となっており、当館を別会場として開催される遊行歌

舞伎等の演武会場として、多目的ホールの利用提供をします。 

 

 

 

 

    

 

 

 

遊行の盆 唄・三味線公開講習会           昔ながらの縁日            
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